
　依存財源（地方交付税、市の借入金
　などのお金） 50.3％

　市税の増収が見込める一方で、合併
による地方交付税の特例措置の縮減が
見込まれることから、昨年度よりも自主財源の割合
が増加しています。

＜歳出内訳＞ 
　義務的経費（人件費や市の借入金の返済などに
　かかるお金） 47.2％
　投資的経費（公共施設の建設などにかかるお金）
　9.4％
　その他経費（道路や施設の維持・補修や補助金
　などにかかるお金） 43.4％

　人件費は減少していますが、借入金の繰り上げ
償還などのために、義務的経費が増加をしています。
また、小中学校の整備が一段落したことから、投資
的経費が減少しました。

＜市債残高（借入金残高）※臨時財政対策債を除く＞
　平成29年度末残高320億244万円（前年度比20億108
　万円減）
　市民１人あたり約124,358円（[市債残高－積立金
　残高]÷市の人口）
　
（※臨時財政対策債：本来国が地方交付税として市
　に交付しなければならないお金を市が自ら借入れ、
　後年度に国から支払われるお金。平成29年度の
　臨時財政対策債残高は、286億7,344万円）

＜積立基金残高（預金残高）＞
　平成29年度末残高117億9,177万円（前年度比2億
　1,798万円増）

　以上、平成29年度予算の概要についてお知らせを
しました。
　次回からは、平成29年度の具体的な事業等につい
て、ご説明いたします。

　　　　　　　　　　　　　　栃木市長　鈴木俊美

No.51

　
　市民の皆さん、こんにちは。

　木々や花々も日ごとに生き生きと輝きを増し、
風薫る季節の装いとなってまいりました。皆さま、
いかがお過ごしでしょうか。
　今回は、平成29年度の一般会計予算についてお話
をしたいと思います。

　市では、平成25年度からの10年間を計画期間とする
「栃木市総合計画」を、市政運営の総合的な指針と
しています。今年度はこの総合計画のうち、前半の
５年間の目標を定めた「前期基本計画」の仕上げの
年度となります。
　予算編成にあたっては、この総合計画を基本と
した上で、人口減少克服・地方創生の推進について、
具体的な施策をとりまとめた「栃木市まち・ひと・
しごと創生総合戦略」に掲げた各施策を、重点的に
予算を配分する項目としています。さらに防災・
減災のための施策や、将来の発展に向けて今取り
組むべき施策など、本市のまちづくりにとって真に
必要な分野には、積極的に予算を投入するなど、
限られた財源の重点的・効率的な配分に努めました。

　今年度の予算の特徴を一言で表すと、本市の地方
創生を実現し、更なるまちづくりの発展を目指す
『くらし充実あったか予算』と言えます。

　予算の概要は次のとおりとなります。

＜予 算 額＞
　632億2,000万円（対前年度比1.9％減）
＜歳入内訳＞
　自主財源（市税など市が独自に集められるお金）
　49.7％
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岩舟総合支所

西方総合支所

都賀総合支所

藤岡総合支所

大平総合支所

　 本庁

〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751
FAX55-4910

〒322-0692
　西方町本城1
☎92-0300
FAX92-2611

〒328-0192
　都賀町家中5982-1
☎29-1100
FAX28-0169

〒323-1192
　藤岡町藤岡1022-5
☎62-0900
FAX62-4625

〒329-4492
　大平町富田558
☎43-9205
FAX43-8818

〒328-8686
　万町9-25
☎21-2316
FAX21-2673

休日にお困りの時は
本庁日直☎（22）3535

日時　５月20日(土) 受付：９時30分～10時
　　　（小雨決行、荒天時中止。中止の場合、
　　　当日の９時までに渡良瀬遊水地ハート
　　　ランドホームページに掲載）
場所　渡良瀬遊水地 谷中村史跡保全ゾーン
対象　どなたでも
参加費　無料（当日受付）
持ち物　汚れてもいい服装、タオル、帽子、長靴
〇植物保全ミッション：10時～11時…希少な
植物の生育を助けるため、生育の邪魔をする
植物を抜き取ります。
〇わくわく体験ミッション：11時～13時…お
魚とのふれあい、ミニヨシズ作りなどをおこ
ないます。（ミニヨシズは数に限りがあります）
問合先　遊水地課　☎(62)0919

　希少植物を守る！ お魚にふれる！ ミニヨシズ
を作る！ など全てのミッションをクリアして
渡良瀬遊水地をもっとよく知ろう！全ての
ミッションをクリアすると素敵なプレゼント
が手に入るよ！
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春のわくわく大作戦！！
渡良瀬遊水地！

市内中小企業者

関係団体関係団体

事業の流れ事業の流れ

①派遣 申込

⑤事前に電話聞き取り
⑥介護相談員派遣
 （相談・研修会等）

④派遣承諾通知

②派遣依頼

③派遣者の決定報告

介護相談員

②

④ ⑤
⑥①

③
市市

介護の内容を知り尽くした
社会福祉士、介護福祉士、
ケアマネージャー等

平成29年度の予算
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